
次
に
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
隆
寛
の
見
解
を
『
具
三
心
義
』（『
法
然
門
下
の
数
学
』
附
録
一
一
○
頁
）

に
見
れ
ば
、
隆
寛
は
「
一
心
不
乱
」
だ
け
で
な
く
「
難
信
之
法
」「
当
信
是
称
讃
」「
応
当
発
願
生
彼
国
土
」

な
ど
の
言
葉
は
す
べ
て
三
心
で
あ
る
と
言
う
。

こ
の
よ
う
に
隆
寛
は
、
三
経
の
す
べ
て
に
通
じ
る
心
と
し
て
三
心
を
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

第
五
項
　
三
心
即
一
心

次
に
三
心
と
は
三
つ
の
心
を
別
々
に
発
す
の
か
、
と
言
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『
捨
子
問
答
』
巻
下
に

凡
ソ
三
心
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
。
別
々
ニ
。
三
度
起
コ
ス
ベ
キ
心
ニ
テ
ハ
無
キ
ナ
リ
。
夕
ヾ
慇
ニ
仏

ヲ
頼
ミ
奉
テ
。
深
ク
極
楽
ヲ
願
ヒ
。
一
心
ニ
名
号
ヲ
唱
ル
人
ノ
心
ヲ
。
三
品
二
分
テ
三
心
ト
ハ

説
ク
也

と
あ
る
よ
う
に
、
一
心
専
念
の
一
心
を
分
け
て
三
心
と
す
る
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

漢
語
体
の
『
具
三
心
義
』
お
よ
び
『
散
善
義
問
答
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
名
三
体
一
」（『
法
然
門
下
の
数



法然上人門下の安心論

（『
続
浄
』
九
、
一
三
頁
下
）



学
』
附
録
一
四
三
頁
）「
三
心
即
一
心
々
々
即
三
心
」（『
隆
全
』
二
、
四
一
頁
）
と
し
て
回
向
発
願
心
の
解
釈

に
出
る
。

す
な
わ
ち
行
者
の
心
を
真
実
の
願
に
回
向
す
れ
ば
疑
心
あ
る
こ
と
な
く
疑
心
な
け
れ
ば
こ
れ
が
深
心
で
あ

り
、
こ
の
深
信
の
中
に
決
定
往
生
の
想
い
を
起
こ
せ
ば
こ
れ
が
回
向
発
願
心
で
あ
る
と
言
う
。
『
散
善
義
問

答
』
の
別
の
段
（『
隆
全
』
二
、
一
八
九
頁
）
に
は
回
向
発
願
す
る
こ
と
は
至
誠
心
が
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
と

あ
り
、
三
心
が
別
々
に
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

隆
寛
は
『
捨
子
問
答
』（『
続
浄
』
九
、
一
九
頁
）
で
は
本
善
の
回
向
・
本
願
の
回
向
・
往
生
の
回
向
・
還

相
の
回
向
、『
散
善
義
問
答
』（『
隆
全
』
二
、
三
九
〜
四
二
頁
）
で
は
本
善
の
回
向
・
本
願
の
回
向
・
還
相
の

回
向
と
回
向
発
願
心
を
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
の
分
類
に
お
い
て
前
述
の
三
心
即
一
心
を
説
明
す
る
回
向
発

願
心
を
本
願
の
回
向
と
名
付
け
、
そ
れ
を
最
も
本
と
な
し
正
と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
本
願
の
三
心
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
解
釈
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
項
　
散
心
・
妄
念
の
念
仏

漢
語
体
の
著
作
に
は
直
接
的
に
は
出
て
こ
な
い
が
和
語
体
で
は
し
ば
し
ば
散
心
・
妄
念
と
い
う
言
葉
が
現

れ
、
隆
寛
の
一
つ
の
大
き
な
解
決
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
問
題

を
扱
う
こ
と
で
、
人
間
の
限
界
を
踏
ま
え
た
他
力
重
視
の
考
え
方
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。




